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御
祭
神
は
応
神
天
皇
（着
田
別
命
）
で

あ
る
。

御
創
建
は
不
詳
で
あ
る
が
ハ康
永
二

難

製

詳

雛

鶏

賊

鞠

ド

慶
安
二
年
徳
川
幕
府
よ
り
社
領
七
石
の

朱
印
地
を
賜
っ
た
Ｌ
　

「
　

　

十

昭
和
四
十
三
年
一打
二
十
四
日
付
に
て

神
奈
川
県
神
社
庁
よ
り
献
幣
使
参
向
神

札
ぼ
指
定
さ
れ

ｉ、神
社
本
庁
よ
，
幣
品
料

を
賜
り
例
祭

（九
月
）
が
斎
行
さ
れ
フ宅

創

建
後
、植

樹
さ
れ
た
御
社
殿
前
の
御
神
木

は
、

夫
婦
い
ち
ぶ
つ
と
言
わ
れ
、

縁
結
び
の

神
様
と
し
て
古
く
よ
り
県
北
の
人
々
に
そ

の
御
神
徳
は
崇
め
ら
れ
尊
ば
れ
て
い
る
れ

平
成
四
年
二
月
第
十
一回
遣
暦
吹
祭
（大

十
年
に
一度
の
祭
）を
語
念
し
、大

片
居
（社

額
は
白
井
永
一
一元
神
社
本
庁
総
長
揮
亀
Ｘ

他
境
内
整
備
並
び
に
、

平
成
七
年
七
月
、

亀
八
七
福
神
一
亀
人
伏
見
稲
荷
神
社
を
進

座
し
た
。

平
成
の
御
大
典
記
念
事
業
と
し
て
、

平

成
六
年
十
舟
に
は
参
集
殿
、平

成
ォ
年
五

月
に
大
狛
大
、

平
成
十
三
年
六
月
両
翼
威

備
え
る
神
楽
殿
、

平
成
十
五
年
元
旦
、

交

通
安
全
祈
願
の
ゴ
ー
ル
ド
神
社
が
そ
れ
ぞ

れ
竣
功
さ
れ
、

名
実
と
も
に
北
相
模
の
総

鎮
守
と
し
て
の
風
格
が
整
っ
た
。
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先
ず
以
て
皇
室

の
弥
栄
と
神
宮
の

愈
々
の
御
隆
盛
を

謹
ん
で
お
折
り
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
八
年
も

早
く
も
半
年
を
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

氏
子
崇

敬
者
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、益

々
ご
健
勝
に

て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
慶
び
存
じ
上
げ
ま
す
。

当

宮
の
ご
創
建
は
不
詳
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、

人
百

余
年
の
歴
史
を
積
み
重
ね
て
い
る
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、

△
，
年
の

二
月
、

相
模
原
市
は
津
久
井

郡
の
相
模
湖
町
並
び
に
津
久
井
町
の
二
町
と

合
併
し
、

人
口
七
〇
余
万
人
、

面
積
は
横
浜
に

次
ぐ
二
番
目
の
大
都
市

新
相
模
原
市
が
誕

生
い
た
し
ま
し
た
。

県
北
９
ン
ン
ボ
ル
都
市
と
し

て
将
来
の
飛
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、

神
社
界
は
国
民
こ
ぞ
っ
て
本
宗
と
仰

ぎ
奉
る
伊
勢
神
宮
が
、来

る
平
成
二
十
五
年
に

第
六
十
二
回
神
宮
弐
年
遷
宮
を
斎
行
い
た
し

根
岸
宮
司
０
永

年
の
懸
案
で
あ
っ

た
社
報
の
発
刊
が

実
現
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

神
社
の
責
任
総
代

と
し
て
欣
快
の
極
み
で
あ
り
、

東
心
よ
り
祝
福

い
た
し
ま
す
。

相
模
原
市
は
平
成
十
九
年
二
月
に
は
津
久

井
四
町
と
の
合
併
に
よ
り
人
口
七
十
万
を
擁

す
る
近
代
都
市
と
し
て
の
発
展
が
約
束
さ
れ
て

い
ま
す
。

現
在
、市

内
の
四
十
社
の
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
き
た
亀
ヶ
池
八
幡
宮
は
、

津
久
井
各
町

と
の
合
併
に
八
十
会
社
の
県
北
神
社
界
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
自
負
と
責
任
を
果
す
べ
き
宿
命

に
あ
り
ま
す
。

相
模
原
市
の
発
展
と
と
も
に
、

年
々
ご
隆
盛

の
一途
を
辿
っ
て
き
た
亀
ヶ
池
八
幡
宮
が
、今

回

の
社
報
の
発
刊
に
よ
り
上
溝
地
区
の
み
で
な

く
、市

内
外
の
神
社
に
関
係
の
あ
る
皆
様
と
の

有
意
義
な
懸
橋
と
な
る
こ
と
と
祈
念
い
た
し

ま
す
。

先
々
代
行
平
宮
司
、

先
代
高
書
宮
司
、

そ
し

て
現
信
行
宮
司
と
三
代
に
渡
る
根
岸
宮
司
家

の
献
身
的
な
御
奉
仕
は
、氏

子
崇
敬
者
皆
様
の

）

ま
す
。

天
皇
陛
下
の
御
治
定
を
仰
ぎ
、

今
年
五

月
五
日
御
用
材
を
神
宮
へ
運
び
入
れ
る
第
一回

お
木
曳
き
行
事
が
行
わ
れ
、

い
よ
い
よ
遷
宮
準

備
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

更
に
天
皇
家
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

秋
篠
宮

妃
殿
下
が
ご
懐
妊
遊
ば
さ
れ
、本

年
九
月
に
は

お
子
様
の
ご
誕
生
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
＞」の
慶

賀
の
御
代
に
当
宮
念
願
の
社
報
が
発
刊
で
き

る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
く
存
じ
ま
す
。

氏
子
崇

敬
者
皆
様
方
の
篤
４

」支
援
ご
協
力
を
賜
り
、

皆
様
方
か
ら
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
社
報
を
刊

行
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
、

社
報
発
刊
Ｑ

」挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

共
感
を
呼
び
、

そ
の
積
み
重
ね
が
現
在
の
亀
ヶ

池
八
幡
宮
発
展
の
礎
を
作
り
上
げ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

「年
々
歳
々
人
同
じ
か
ら
ず
」
．

亀
ヶ
池
人
幡

宮
に
御
奉
仕
す
る
神
職
、

総
代
、

世
話
人
、

氏

子
は
変
化
し
ま
す
が
、神

社
は
永
遠
で
あ
り
ま

す
。新

し
く
誕
生
す
る
七
十
万
都
市
相
模
原
市

の
名
実
と
も
に
一之
宮
と
し
て
の
亀
ヶ
池
八
幡

宮
の
弥
栄
の
た
め
に
、

宮
司
を
中
心
に
総
代
、

世
話
人
、

氏
子
崇
敬
者
心
を
併
せ
て
御
奉
仕
に

道
進
す
る
こ
と
を
期
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

氏
子
崇
敬
者
皆

々

様
の
益
々
の
平
安
と
発

展
を
祈
合
し
、

発
刊
の

祝
辞
と
い
た
し
ま
す
。

生

吉 上 鈴 杉 門

千
恵
子

満

理

一　
臣
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夏避容娠わう御社頭 でし
日

、
ど
Ｆ初ヽ

平
成
十
八
年
丙
成
の
元
旦
は
、

う
ら
ら
か
な
陽
光
の
差
す
穏
や
か

な
年
明
け
を
迎
え
ま
し
た
。

新
年
に
当
た
り
、

亀
ヶ
池
人
幡
大

神
の
御
神
徳
を
賜
ろ
う
と
す
る
市

内
外
の
氏
子
崇
敬
者
の
老
若
男
女

で
、

御
社
頭
は
大
変
な
賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

本
年

は
境
内
周
り
に
広
く
立
派
な
歩
道
が
完
成
し
、安

全

安
心
９
つ
ち
家
内
安
全
・商
売
繁
盛
・厄
除
け
・交
通

安
全
等
、

様
々
な
願
い
を
込
め
て
祈
願
さ
れ
、

ま
た
破

魔
矢
・御
守
等
を
受
け
ら
れ
る
善
男
善
女
で
境
内
は

埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

七
月
二
日
本日
）
午
後
三
時
よ
り
、

古
式
に
則
り
夏

越
の
大
祓
神
事
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

梅
雨
最
中
の

祭
で
あ
り
天
候
が
心
配
で
し
た
。

当
日
は
昼
頃
よ
り

雨
が
降
り
始
め
ま
し
た
が
、大

和
様
の
篤
き
ご
神
徳
の

御
蔭
で
し
ど
つ
、

祭
式
開
始
十
分
前
に
す
っ
か
り
雨
が

上
が
り
陽
が
差
し
て
き
ま
し
た
。

私
た
ち
が
日
々
の
生

活
の
中
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
犯
し
て
い
る
罪
や

械
れ
を
煙
″
に
負
い
移
し
、

茅
輪
を
く
ぐ
つ
て
祓
い
清

め
神
様
の
御
心
に
叶
う
清
く
明
る
く
正
し
い
生
活
が

送
れ
る
よ
う
願
う
伝
統
的
信
仰
神
事
で
す
。

当
日
は

ご
家
族
・友
人
お
揃
い
で
、

〓
一百
余
名
の
ご
参
拝
を
頂

き
娠
々
し
く
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
す」参
列
者
は
じ

め
ご
祈
願
者
皆
様
の
ご
健
康
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
御
大
典
記
念
事
業

昭
わ
大
三
が
崩
御
き
れ
、

子
成
の
和
代
に
整

っ
て
十
八
年
の
氏
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、

全
国
の
神
れ
で
は
御
人
其
記
念
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

当
八
幡
宮
に

お
い
て
も
幾
々
の
事
業
が
安
れ
さ
次
完
成
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
氏
子
岸
歌
考
皆
様
の
赤
裁
な
る
ご
奉
賛
に
感
謝
ャ
し
上
げ
、亭

☆
の
ご
紹
介
を
違

試

い
た
し
ま
す
。

掘
峡
限
梶

一大
狛
犬

神
社
に
は
必
ず
狛
大
が
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

神
様
の
お
使
い
で
あ
り
、ま

た
参
拝
さ
れ
る
人
々

の
邪
気
を
祓
い
、

神
前
に
お
参
り
で
き
る
よ
う

主なる年間祭事
元旦祭…1月1日

節分祭…2月節分の日

祈念祭…2月下旬

春 祭…3月15日

ゴールド神社祭 …春の全国交

通安全週間

夏越祭…6月下・7月上の上 ・日

人坂祭…7月28日

慰霊祭…8月15日

例大祭…9月15日前後の日曜日

ゴールド神社崇…秋の全国交

通安全週間

七五三…11月中

秋 祭…11月15日

新管禁…11月23日

年越除夜祭…12月31日

月次祭…毎月1,15日

皆
様
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

当
八
幡
宮
で
は
、

平
成
九
年
に
高
さ
八
尺
余
の
石
造
り
の
狛
大

を
造
り
ま
し
た
。

全
国
唯
一の
狛
犬
で
、

向
か
っ

て
右
は
親
子
亀
を
手
に
抱
く
繁
栄
・増
殖
の
狛

犬
で
、

左
は
翁
亀
を
抱
く
長
寿
・安
泰
を
そ
れ

ぞ
れ
祈
願
し
た
狛
人
で
す
。

親子亀を手に抱く察栄・増殖の狛犬

☆栄・親手亀!

翁亀を手に抱く長寿・安泰の狛犬
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吉
川
啓
示
邑
伯
奉
鍋
千
支
絵

社
報
の
創
刊
に
】
た
，
ハ郷
ｉ
相
模
原
市

の
誉
れ
高
き
回
家
、士日川

啓
示
先
生
寄
贈
の

干
支
絵
画
を
謹
ん
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
ば

吉
川
画
伯
は
、明

治
四
十
二
年
上
溝
に
生

ま
れ
、片

野
洲
雲
画
伯
の
師
事
の
も
と
日
本

コ
独
特
の
技
怯
を
学
び
、

弧
和
四
十
九
年
Ｈ

本
美
術
院
特
待
に
推
挙
さ
れ
、院

展
に
六
十

余

，回
入
選
し
、

昭
和
五
十
五
年
に
は
勲
六
等

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

「神
奈
川
名
所
百
五

十
景
」
「堤
の
細

ｉ
道
を
た
ず
ね
て
」
「平
成
宮

嶽
三
十
六
景
」
等
の
数
々
の
作
品
集
を
刊
行

さ
れ
、

ま
た
個
展
や
合
同
絵
画
展
を
催
さ
れ
、

十
相
模
原
市
あ
じ
さ
い
大
学
で
は
大
勢
の
市
民

割L畳信号よユ隆締繰癖華
↓

ヽ

、

ほ
絵
の
ご
ダ
授
を
さ
れ
た
偉
人
で
し
た
が
、

本
年
一月
享
年
九
十
七
歳
で
永
眠
さ
れ
ま
し

た
。
一）
」に
慎
ん
で
ご
冥
福
を
お
折
り
い
た
し

ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
ヽ
卜

　

！

平
成
十
三
年
、御

大
典
記
念
事
業
と
し
て

完

“成
ｔ
と
し
た
神
楽
殿
り
竣
功
を
お
祝
い
し

て
本
納
ぐ
だ
さ
い
ま
し
佐
‐干
支
絵
画
を
連

載
し
て

≡
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
「　
　
ヽ

「
，
‐

淳

素に縦な図■十二支はじま、
りの子支。何にでも果株を
示し食欲旺盛で案栄する。

共
の
一

  ナ

申
ヽ
平 社

●
ロ
ー

●

一三 知 設

喜辞

私
た
ち
が
神
社
に
お
参
り

す
る
時
、

先
ず
鳥
吊
を
く
ぐ

り
ま
す
．

鳥
居
は
神
社
を
表

示
し
、

神
社
の
神
聖
さ
を
象
徴
す
る
廷
造
物
で

す
。

鳥
居
は
神
社
の
内
外
を
分
け
、

内
は
神
様

が
鎖
り
ま
す
御
イーーー
成
と
し
て
尊
ば
れ
て
い
ま
す

鳥
吊
の
起
源
は
天
照
大
御
神
が
天
の
岩
Ｌ
に

お
陪
れ
に
な
っ
た
際
、

人
百
万
の
神
々
が
，
を

哨
か
せ
、

そ
の
鶏
が
止
ま
っ
た
木
を
鳥
吊
と
し

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

鳥
店
は
放
十
種
類
の

形
態
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に

代
表
的
な
鳥
属
を
図

示
し
ま
し
た
。

七
五
三
無
事
成
長
祈
願
祭

む
十
一月
中
斎
行

●
す
こ
や
か
パ
ッ

ク
（写
真

貸
衣
実
・

美
容
）受
付
中
。

※
電
話
に
て
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
十
九
年
正
月
ご
祈
祷

●
十
一月
よ
り
中
込
み
受
付
開
始

●
当
官
社
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

「浦
安
の
舞
」
講
習
△〓受
講
生
募
集

ｅ
入
会
対
象

者

…
幼

稚

園
児

か

ら
小

中
高
校

生

ま
で
の
女
子
。

●
入
会
ご
希
望
の

方

は
当
官

社

務

所
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

社報 「亀ヶ池」

掲載作品の募集

内容は亀ヶ池八幡宮に関

わる諸行事、また、自分の町

の出乗事等のスナップ写真・

絵画・作文・短歌等。

採用された作品提供の方

にはご連絡いたします。

なお、ご提供された作品は

当八幡宮に帰属し、返却い

たしませんので」諒承下さいc

″鳥

山王鳥居

人幡宮鳥居神宮鳥居


